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    憐酸源 としてKH2PO4を 糖 にi錯して2%添 加す.
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    窒 素源 と しT(NH4)2SOtを 糖 に封 し て30%添 加 す.

 V・(NHの2 SOヂ 及KHt・PO・1・ 添 加 の 影響 桑 條酸 糖 化 液 は窒 素 源,燐 酸 源 が 少 いか ら

之 を補 充 す る必 要 が あ る.著 者 はReader氏 堀 養 液 中の(-N. II,1)2t50.1.及 びKH2P砺 の 含 量

を第4,5表 の如 く攣 化 して堀 養 を行 い 比較 試験 した・ 糖 濃 度1.CO59/100cc,接 腫酵 母 量70

ing/10Jcc.

 糖 に封 す る(NHD2Sσ1添 加 量 が20～50%に 於 ては 糖 漕 費 量 及 び 酵 母 牧 量 に大 栄 な い が,10

%で は や や減 少 を見 る.KH2PO、1添 加:;};:カ:0.5～4%に 於 て は大 葉 は見 られ な い.工 業 的 見地

か ら糖 に 封 して(NJI.t)2St)、t lよ30%, KH21)04は2%添 加 が適 當 と思 われ る.

 1)京 大化研講演集,15,16,17,18巻,43,昭 和24。

2) Bioehetn. Z.28(1935);71:35(1936);28(1938).

              (日召和2墨6ト7月711'受 」里)

       30.禾 穀 類 の ビ タ ミ ンB1の 生 成 機 構と

           そ の 活 用 に 就 い て

               近 藤金 助,満 田久輝,岩 井和 夫

 分藥,穂 孕,出 穗,開 花,乳 熟 黄黙,完 熟 赫熟の各‡臨 こ亘 り水稲の喋部穂嗜祁董部の 斯

を定量 した結 果,1947,1948の 爾年を通 じて葉のBiは9月 下旬～10月.1殉(乳 熟,黄 熟期)に

最高に達 し,而 もその形態は結合型Blが%を 占めてい ることを知つた.之 に封し穗のBコ は

                   (64)



    ・  近藤,浦 田,岩 井:禾 穀類の ビタ ミンB,の 生成機構 とその活用に就て

生 育 の 進 む につ れ て増 加 の 一 路 を辿 り,そ の形 態 は殆 ど遊 離型 で あ る事 を實 讃 した.

 次 に水 稻 葉 部 のBコ 合 成 能 に關 す る聞接 的誰 明 と して 正 常 生育 中の 水 稻 を2群 に分 ち,試 験

匠 は 入 工 的 に穂 頸 を切 除 し,日 数 の経 過 に件 う葉部 董部 のB1の 消 長 を實 測 した 。 その結 果 穗

頸 切 除 後1週 間 に於 け るBコ の 消 長 は劉 照画 に比 し葉 部 が27%,董 部 が37%の 増 加 を示 して い

た.之 は葉 に於 て合 成 せ られ たBコ が穂 頸 の 切 除 に よ り穂 に移 行 され す,葉 及 び董 に蓄 積 せ ら

れ た結 果 で あ り,そ の葉 に於 け るB .1の 形 態 は試 瞼 當 初 遊 離 型/総 量 ×1GO=27.7で あつ た もの

が,1週 間 後 に は56.9と なb,葉 のB1が 穗 のB1の 形 態 に な りつ つ あつ た もの と考 え る・次

に直 接 誰 明法 と してB1の 前 驕 物 資 に水 稻 葉 の 粗酵 素 液 を加 え てB1合 成 能 を検 した.即 ち,

ピ リ ミヂ ン核 と して は2-methy1-4-Amino-5・Aminomethyl pylimidineの 盤 酸 盤 を チア ゾー

ル 核 として は4-methyl-5一 β一〇xyethyl Thiazoleを 用 い種 々 の條 件 下 で實 験 しt:結 果,稻 の水

抽 出液 の み に て はB1の 合 成 歩 は認 め られ な いが, Cysteineを 添 加 す れ ば 明 らか にB.1が 合 成

せ られ る事 を見 出 した.そ こで 或 はRedcx Potentiaiをne9ぬveに す る物 質,鯛 えば ビ タ ミ

ンC,還 元 型GlutathiOIle等 のイi-A三がB1の 合 成 に必要 な條 件 か と考 え實 験 した虞,豫 想 通 り

水 稻 は 勿論 大萎 の葉 に つ い て も實 誰 す る事 を得 た.(Table 1)

 之 は 生 艦 内 に於 け るRedox potentia1が 酵 素 反1色{に重 要 な役 割 を果 す こ とを誰 明 した實 験

で あ る と共 に,ビ タ ミンC,Glutathisne, Cyslehleの 生 化學 的意 義 の重 要 さを實 誰 した1例

で あ る と信 す る.

                   Table l.

   Experiments on Synthgsis of Yitamin BI using Water-extract from I.eaves of Rice.plant.
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 か くして 合 域 蓄 積 せ られ た穀 類 中 のBlを 吾 人 は果 して 活 用 して い るか 否 か極 め て疑 問 で あ

る.「 脚 氣 に な らぬ 白 米 」 之 は 嵜者 の一・人近 藤 教授 の20年 前 よ りの 念 願 で あ り,折 に ふ れ この

間 題 解 決 の た め 努 力 して來 た の で あ る.1'avboiIed Riceは 可成 以 前 か ら傳 承 的 に南 方 。者地 域

に て實 施 せ られ てい た もの で あ り,最 近 米 國 に於 て も研 究 せ られ て い るが,著 者 等 は猫 特 な酸

一ParEoiled Riceを 調 製 しB1移 行 の}【1輪的槍 討 を行 う と共 に
,米 の新 しい榮 養 改 善法 に就 き

種 々研 究 を 重 ね て い る.そ の結 果從 來 のParl!oiled Riceに 比 し遙 か に美 味 に してll1含 量 に富

み,脂 肪,蛋 白 質 を備 え た榮 養 的 に優秀 な白 米 を1調製 し得 たの で あ る.そ の 概 略 はTal)le 2に

示 す通 りで あ る.米 を 主 食 とす る我 國 に於 ては 一 日 も∫1只 この 酸 一Parboiled Rlceに つ い て の

研 究 を 完 成 して,そ の 普 及常 用 を期 して,更 に努 力 を績 け てい る次 第 で あ る.

                   (b5)



             化 研 講 演 集 第 十 九 輯
                           t

                  Table 2,

       Chemical Cemposition of Parboiled Rice and Unparboiled Rice.

'

Var・,,y.。f M。・s・_1器 ・欝 ・畿 誌 、 A・h V・ta・in・、

    Po鮭ed   % % % 甥 「 % γ%

   曝 ・灘 岬;:類:部1:1!1:鵠::l
    Water   F「esh l13151  8.04 1 LO2   78.tl3   0.75   143.5   

Parboiled    matte「

     Rice   Anhydrous   O    9.30   1.18    90.68    0.87    165.9             ロ        ト

    瀦 朧 剛 醐:1頻:1:聯:1:1
              (昭 和24年7月9日 受 理)

       31.生 艦 鰯 媒 に 關 す る 研 究(第8報)

            緑 葉 に 於 け る 微 量 金 馬 構 成

            近藤金助,森 茂 樹,加 島守 一一

 Frey・Wissling等 の推論による葉緑腸の褥造模型によれば,光 合威に與 る諸種の要素は微小

なる葉線艦粒子の中に整然と配列 ミれて居る.帥 ち葉緑膿にはchloropllyll a, chlolophyll

b・Xanthophy]1及Carotin等 の色素類,類 脂罷 及蛋白等を包含するが,こ の蛋白は多分主 と

して酵素蛋白であつて,そ の中には重金廃を含む激種の金騒酵素の存在が豫想せ られる.葉 縁

愕に於ける反鷹を追究するためには形態上の微細構造 とともに,そ の化學組成を明かにするこ

とが光合成が畳 まれる場所 に於ける機能及性格を知 る上に先づ重要であるが,葉 線罷成分のみ

を純粋に分離することは,そ の操作に際 し常然必要なる庭理即 ち紐織の播確,抽 出等の手段に

よる葉緑艦粒子の破壌及原形質成分の混和が作ひ直ちに困難に常面するのである.秘 當純枠に

分離 した葉緑照の化學組成に就てはNeishb及 その他 二三の報告があるが,夫 等の結果に於て

は筆者等の研究封象とする微量金馬成分の分布に關 しては定量的 には勿論,定 性的に も甚だ不

十分である.

 よつて先づ次の如 く線葉 に於ける微量金驕の定量を行ひ,且 つ夫等の結合朕態を判定する一

手段 として透析を行ひ膜内及膜外内容物 につき分析を行つた.そ の結果 につ き報告する次第で

ある.

 以上の結果 に於て稚葉部 に於ける成分がかなり濃厚であ るが,こ の部位に於ける一般成分の

濃度の高いことは普通認められる事實である.け れどもこの部位に於 ける光合成能は寧 ろ微弱

であつて問題は別である.こ の部分を除外した部分を比較すると緑色濃厚なる部分には微量重

金腸が隔段に多量である.緑 葉の部分にZn含 量が特に大であることは嘗てBertrandが 指摘
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